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◎良質米麦の出荷目標 

●一等米　100％ 

●整粒歩合80％以上確保 

●精米蛋白質含有率6.8％以下 

●仕上がり水分14.5～15.0％ 

●入れ目1％以上確保 

●全量種子更新 

●一等麦　100％ 

●低アミロ麦皆無 

●DON暫定基準値1.1ppm 

　以下でできるだけ低いこと 

●赤かび粒混入限度　0.0％ 

●異臭麦皆無 

●十分な入れ目の確保 

●全量種子更新 

◎農産物検査事業の方針 

◆公平、公正、迅速に行う。 

◆必要な技術的能力の維持・向上に努める。 

◆客観性・公平性から他部門からの影響排除。 

◆制度の適正な運営に寄与する。 

平成23年産種子籾の検査（ホクレン滝川種苗生産センター内） 

麦作 

麦作 

平成23年産小麦の総括 
 
平成23年度稲作・麦作総合改善研修会の 
お知らせ 
 
平成23年度全国麦作共励会審査結果 

お知 
らせ 
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も く じ

売れる米を 低コストで 安定生産

めざそう 小麦の 品質向上

農産物検査の信頼性確保

を目指して

JAグループ北海道は一丸となって

農産物検査の信頼性確保に努めています



麦　　作 

平成２３年産小麦の総括

北海道農政部食の安全推進局 技術普及課 主査 松 井 克 行

農林水産省大臣官房統計部が１１月２９日に公

表した『平成２３年産４麦の収穫量』によると、

北海道の平成２３年産小麦の秋まき小麦と春ま

き小麦の収量は共に前年を大きく上回ったが、

平年対比では秋まき小麦９６％、春まき小麦

９０％と平年を下回った（表１）。

秋まき小麦は「きたほなみ」に全面切り替

えの初年目で多収穫が期待されたが、細麦が

多く期待した製品収量が得られなかった。平

成２２年と同様に６月２半旬以降の高温が登熟

日数の短縮を招き、子実の細麦傾向につな

がったと推察される。生育の経過をふり返り

ながら今後の課題について検討した。

１ 小麦作柄の経過
� 秋まき小麦
は種作業は、降雨の影響で遅れ、越冬前の

生育量は小さかった。雪腐病は少なかったが、

融雪期・起生期ともに早くなり、十勝地域で

は凍上による生育不良が各地に見られた。幼

穂形成期から止葉期にかけて低温と降雨の影

響で、生育は遅延し、出穂期が遅れた。しか

し、６月中旬以降気温が高く、成熟期が早ま

り、出穂期～成熟期の日数は４２日間（平年４６

日間）と短くなった。草丈・穂数は平年並で

倒伏は少なかった（表２）。

登熟日数が短かったため、全道的に細麦が

多く、製品歩留は低かったものの、適期収穫

の励行や入念な調製作業により品質は良好

だった（表３・表４）。

� 春まき小麦
春まき栽培のは種期は、融雪が順調であっ

たオホーツク地域では早かったが、上川地域

は断続的な降雨の影響で、は種を断念し他の

作物に転換したほ場もあった。

春まき・初冬まき栽培ともに低温と多雨で

表１ 平成２３年産小麦の作付面積と収穫量（北海道）

区 分
作付面積
（ha）

１０a収量
（�／１０a）

前年対比
（％）

平年収量
（�／１０a）

平年対比
（％）

秋 ま き １１０，１００ ４３０ １３７ ４５０ ９６
春 ま き ９，１２０ ２６０ １６９ ２８８ ９０

注） 農林水産省大臣官房統計部発表（２３年１１月２９日）。

平年収量は過去７年の豊凶年を除く５年平均。

表２ 平成２３年秋まき小麦の生育状況

振 興 局
播種期

（月日）

起生期

（月日）

幼穂形成期

（月日）

止葉期

（月日）

出穂期

（月日）

成熟期

（月日）

茎 数（本／�） 穂 数

（本／�）（１０．１５） （５．１５） （６．１５）

石 狩 ９．２４（遅３） ４．１５（遅７） ５．１０（遅４） ６．２（遅５） ６．１３（遅４） ７．２３（遅２） ２９３（６７） １，４０４（１０３） ７５２（９９） ６５０（９８）

空 知 ９．２０（遅１） ４．１０（遅１） ５．７（遅３） ５．３１（遅３） ６．１０（遅３） ７．２１（遅１） ３０９（９６） １，４５０（１０５） ８６６（１０２） ７１８（９７）

上 川 ９．１３（遅４） ４．１３（早３） ５．１０（遅２） ６．３（遅３） ６．１２（遅３） ７．２２（遅１） ４８７（６０） １，４２１（１１９） ８２０（１１１） ７３２（１０９）

オホーツク ９．２３（遅２） ４．７（早３） ５．６（ ０） ６．５（遅３） ６．１４（遅３） ７．２８（ ０） ２４０（７３） １，９１８（１１７） ８９３（９９） ８０９（１００）

十 勝 ９．２４（遅２） ４．２（早５） ５．３（早２） ６．３（遅２） ６．１２（遅１） ７．２４（早４） ２４１（７９） １，６７４（１０４） ８２６（９５） ７３１（９３）

全 道 ９．２２（遅２） ４．６（早３） ５．５（ ０） ６．２（遅２） ６．１２（遅２） ７．２４（早１） ２８１（７５） １，６３３（１０２） ８４３（９９） ７４３（９７）

注１）各生育季節の（ ）内の数値は平年対比の日数。

２）茎数、穂数は北海道農政部発表の作況値。（ ）内の数値は平年対比の百分率（％）を示す。
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幼穂形成期が遅れたが、６月下旬から気温が

高く推移し、成熟期までに遅れを２～３日短

縮した。出穂期～成熟期の日数は春まき・初

冬まき栽培とも平年に比べ２～３日短くなり、

秋まき小麦同様細麦が多かった。

２ 「きたほなみ」細麦の要因
� 気象的要因
起生期以降の天候不順により出穂期は各地

区ともに平年より１～３日遅く、逆に、成熟

期は平年並～４日早まった。そのため、登熟

日数（出穂期～成熟期までの日数）は、各地

区ともに２～５日短かく平成２２年ほどではな

いが、登熟日数が短縮され（表５）、その結

果、粒重が低下した（図１）。

また、起生期から幼穂形成期（４月２半旬

～５月１半旬）までの降水量が平年比１８２％

と多雨となり、７月１５日前後にも集中的な降

雨があり、７月中旬は平年比１７７％となった。

この降雨が根に対して少なからず影響したと

思われる。

� 栽培技術的要因
「きたほなみ」は「ホクシン」に比べ１穂

粒数が多く、それぞれの粒にまんべんなく光

合成産物と窒素等養分を供給できなければ細

麦が増加し製品歩留りが低下する。

表３ 平成２２年産麦類検査実績
（道農政事務所食料部）

品 種 名
１ 等 麦 比 率（％）

２３年産 ２２年産 ２１年産 ２０年産 １９年産

ホクシン ６９．８ ４９．３ ４９．５ ８２．６ ８８．０

きたほなみ ７９．２ ５３．３ ７１．１ － －

ホロシリコムギ ７８．５ ０．０ ４２．２ ７２．４ ８９．０

タクネコムギ ７９．０ ６２．３ ２７．３ ６５．６ ７１．８

きたもえ ９．７ ２０．６ １．２ ５３．３ ７９．３

キタノカオリ ８１．３ ６３．９ １２．２ ８７．１ ８８．９

秋まき計 ７８．７ ５０．２ ４９．９ ８２．１ ８７．８

春よ恋 ７６．１ ３５．２ ５６．３ ７７．８ ５５．７

ハルユタカ ７９．８ ０．０ ２４．２ ８０．１ ３０．２

はるきらり ８５．４ ６３．９ ８４．７ － －

春まき計 ７７．４ ３３．７ ５２．４ ７８．１ ５７．９

普通小麦計 ７８．７ ４９．４ ５０．０ ８１．９ ８６．３

注）２３年産については、１１月３０日の速報値

表４ 平成２３年産「きたほなみ」の品質
項目別加重平均値 （ホクレン）

分析項目 ２３年産 ２２年産 基準値

容積重（�／�） ８５１ ８３９ ８４０

F.N．（sec） ４０９ ４１５ ３００以上

タンパク（％） １０．７ １１．６ ９．７～１１．３

灰分（％） １．４９ １．５０ １．６０以下

注）ホクレン扱い分

表５ 各地区の登熟日数（農政部農作物生育状況調査結果より）

地区名
H２３年 平 年

平年差
H２２年

出穂期 成熟期 登熟日数 登熟日数 登熟日数
空 知 ６月１０日 ７月２１日 ４１ ４３ －２ ３７
上 川 ６月１２日 ７月２２日 ４０ ４２ －２ ３６
網 走 ６月１４日 ７月２８日 ４４ ４７ －３ ４１
十 勝 ６月１２日 ７月２４日 ４２ ４７ －５ ３８
全道平均 ６月１２日 ７月２４日 ４２ ４６ －４ ３８

（十勝、H１３～H２３）

図１ 登熟日数と千粒重の関係
注）千粒重は十勝普及センター本所調べ
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十勝農業改良普及センター本所での調査と

オホーツク地域で実施している１tどりプロ

ジェクトの調査では、�当たり総粒数と製品
歩留りには高い負の関係がみられた（図２）。

従って、生育が旺盛で多収が期待されたほ場

ほど、総粒数が多くその影響が大きかったと

考えられる。また、越冬後の茎数が多く倒伏

を懸念し分追肥を控えたほ場では、製品歩留

りを更に低下させたことが考えられた。

� 病害的要因
道東を中心に止葉や葉鞘が腐敗する症状が

７月上旬ころから急激に目立ちはじめ、早期

に枯れ上がった（写真１）。この症状は平成

２２年は十勝地域を中心に発生し、平成２３年は

オホーツク地域でも多発した。病斑部位には

ミクロドキウム・ニバーレの分生胞子が確認

されたが、確認できない事例もあり原因は特

定されていない。

北見農業試験場の調査では、葉枯症状の葉

鞘部被害穂率が多いと、製品歩留りが低下す

る傾向が見られている（図３）。しかし、十

勝農業試験場の調査では、穂の赤かび病も併

発したため、葉枯症状が収量に与える影響は

明らかにはならなかった（表６）。

この葉枯症状については、次年度も調査が

予定されている。

図２ 平成２３年産「きたほなみ」の�当たり総粒数と製品歩留りの関係
（十勝農業改良普及センター本所調・オホーツク１tどりプロジェクト調べ）

注）総粒数は、成熟期の穂を大きさ別に抽出調査し、�当たりに換算した値

写真１ 止葉葉身および葉しょう部に発生した腐敗症状
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３ 今後の課題
製品歩留りを高めるためには、成熟期まで

根が働くように心土破砕などの施工と有機物

の投入に積極的に取り組み、透排水性の良い

ほ場を作ることが大切である。また、pHを

適正に保持し施肥効率を高めると共に、起生

期以降の施肥は、倒伏を心配せず止葉期に追

肥できるよう、小麦の生育や地力を考慮した

施肥管理が重要となる。さらに、生育期間を

確保するためには、融雪促進に心がけ、起生

期を早めることも重要である。

表６ 葉枯れの発生と整粒率
（H２３十勝農試）

葉 枯 の
発病葉率（％）

赤かび病の
発病穂率（％）

整 粒 率（％）

９．３ ２３．０ ９５．８
１４．７ ２５．３ ９５．４
２０．０ ３２．７ ９６．０
２１．３ １５．３ ９５．８
２５．３ ２６．７ ９５．０
３０．７ ２６．７ ９３．８
９７．３ ５３．７ ８８．５

注１）葉枯の調査：７月１１日（各区止葉２５枚×３反復）

注２）赤かび病の調査：７月１７日（各区１００穂×３反復）
図３ 葉鞘部被害穂率と製品歩留りの関

係 （H２３ 北見農試）

注１）病斑が葉鞘を取り巻いたものを被害穂とし

た

注２）発生穂調査日：７月２６日
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稲作・麦作 

平成２３年度稲作・麦作総合改善研修会のお知らせ

本年度の稲作・麦作総合改善研修会を、札幌市において平成２４年３月２日（金）午後に開催い

たします。

受講者は、稲作・麦作の生産者をはじめ、全道の農協および市町村の担当者、関係機関・団体

等の方が対象で、受講料は無料です。

正式なご案内につきましては、別途（２月上旬頃）、各地区米麦改良協会および新聞ならびに

ホームページ等でご連絡させていただきます。例年同様、優良事例発表や特別講演などを企画し

ておりますので、多数の受講をお待ちしております。

日 時：平成２４年３月２日（金） １３時００分より（１２時３０分受付開始）
場 所：ホテルモントレエーデルホフ札幌

札幌市中央区北２条西１丁目 TEL（０１１）２４２－７１１１

平成２２年度稲作・麦作総合改善研修会

（平成２３年３月４日（金）ホテルモントレエーデルホフ札幌）
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●一等米　100％ 

●整粒歩合80％以上確保 

●精米蛋白質含有率6.8％以下 

●仕上がり水分14.5～15.0％ 

●入れ目1％以上確保 

●全量種子更新 

●一等麦　100％ 

●低アミロ麦皆無 

●DON暫定基準値1.1ppm 

　以下でできるだけ低いこと 

●赤かび粒混入限度　0.0％ 

●異臭麦皆無 

●十分な入れ目の確保 

●全量種子更新 

◎農産物検査事業の方針 

◆公平、公正、迅速に行う。 

◆必要な技術的能力の維持・向上に努める。 

◆客観性・公平性から他部門からの影響排除。 

◆制度の適正な運営に寄与する。 

平成23年産種子籾の検査（ホクレン滝川種苗生産センター内） 

麦作 

麦作 

平成23年産小麦の総括 
 
平成23年度稲作・麦作総合改善研修会の 
お知らせ 
 
平成23年度全国麦作共励会審査結果 

お知 
らせ 


